
第 24 期・第 3 回地球惑星科学委員会 IGU 分科会 ICA ⼩委員会議事要旨 
 
開催⽇時：令和 2 年 9 ⽉ 14 ⽇（⽉）13：00−14：30 
開催場所：遠隔会議（主催会場：東京都⽴⼤学） 
出席者（敬称略）：春⼭成⼦、伊藤⾹織、⼩⼝⾼、氷⾒⼭幸夫、村⼭祐司、森⽥ 喬、 

         ⽮野桂司、若林芳樹 

     ⽋席者：⽯川 徹 
配付資料 

資料１：第 1 回 ICA ⼩委員会議事録（案） 
資料２：第 2 回 ICA ⼩委員会議事録 
資料３：ICC2019 東京⼤会への対応の概要 
資料４：ICC2019 東京⼤会以降の ICA の動向 

 
1. 前回議事録の確認 
  ・資料 1 および資料 2 の確認を⾏った。 
2. 第 24 期の総括 

・森⽥委員⻑より、2019 年 7 ⽉に開催された ICC2019 東京⼤会への対応の概要につ
いて資料 3 に基づき報告があった。 

・続いて森⽥委員⻑より、ICC2019 東京⼤会以降の ICA の動向について報資料 4 に基
づき報告があった。 
ü これに対して、若林委員より 2019 年 11 ⽉に ICA の執⾏部会議がベルギーの

ゲントで開催され、続いて⾏われたコミッションおよびワーキンググループの
各チェアと執⾏部メンバーとの円卓会議について追加説明があった。 

3. 第 25 期への引き継ぎ 
  ・森⽥委員⻑より、ICC2019 東京⼤会からの遺産として次の項⽬の存在が報告された。 

① 国際地図展出展資料 
② ⼤会の余剰⾦ 
③ 組織・⼈的交流 

ü 追加説明として、若林委員（ICC2019 東京⼤会事務局⻑）より国際地図展出展
地図作品については岐⾩県図書館への寄贈の⽅向で調整が進⾏中であるとの報
告があった。余剰⾦については、⽇本地図学会へ委託して ICA 関連の⾏事や若
⼿⽀援に使う予定であることが報告された。 
Ø ⼩⼝委員より東⼤柏図書館における ICC1980 東京⼤会の国際地図展出展資

料の管理状況について補⾜説明があった。 
Ø 将来は、1980 年と 2019 年の資料が同⼀場所で管理されるのが望ましいが、
当⾯は岐⾩県図書館に依頼することとした。 



ü 氷⾒⼭委員および春⼭委員より、SDGｓや国連機関への対応を含む国際的およ
び国内の関連組織の動向について情報提供があった。 

  ・以上を踏まえて、ICC2019 東京⼤会からの上記三つの遺産の活⽤による ICA における
⽇本のプレゼンスの向上を図るとともに、国内においても東京⼤会において深まった
関連学会間の連携や組織・⼈的交流を促進させ、災害・疾病・教育など今⽇的課題へ
の⼀層の貢献を図ることを次期へ申し送ることになった。 

4. その他 
 ・今回の議事要旨 承認 は、委員会開催が出来ないため委員間 回覧

後、委員長 ⼀任することになった。 

                                      以上。 


